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午後３時00分開会 

 

【小沼観光部長】 

 お待たせいたしました。定刻となりましたので、これより「第22次東京都観

光事業審議会」を開会させていただきます。 

 本日は年末の御多忙の中、御出席いただきましてまことにありがとうござい

ます。私は事務局を務めさせていただきます、東京都産業労働局観光部長の小

沼でございます。議事に入りますまで、しばらくの間、進行役を務めさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 初めに、配布資料の確認をさせていただきます。 

 お手元には議事次第、座席表、資料１としまして審議会の設置条例、資料２

としまして委員名簿、資料３としまして「PRIME 観光都市・東京 東京都観光

産業振興実行プラン ～東京2020大会に向けた重点的な取組～（仮称）中間の

まとめ（概要）」、資料４としましてその本文、参考資料として諮問文をお配

りしてございます。御確認のほどよろしくお願いいたします。 

 続きまして、お手元にお配りをしております資料２の委員名簿に沿いまして、

前回の本審議会を御欠席の委員、また、前回の審議会以降、新たに委員に御就

任いただきました方々を御紹介させていただきます。 

 全日本空輸株式会社 マーケティング室 観光アクション部 観光政策・海外

誘客推進担当 担当部長の秋保哲委員でございます。 

 東日本旅客鉄道株式会社 総合企画本部観光戦略室長、黒田英朗委員でござ

います。 

 日本航空株式会社 旅客販売統括本部 部長 観光政策推進担当、白石将委員

でございます。 

 一般社団法人日本コンベンション協会 代表理事、武内紀子委員でございま

す。 

 東京都議会委員 都民ファーストの会 東京都議団、木下ふみこ委員でござい

ます。 

 東京都議会議員 都民ファーストの会 東京都議団、菅原直志委員でございま

す。 

 東京都議会議員 東京都議会自由民主党、舟坂ちかお委員でございます。 

 なお、本日の出席者につきましては、座席表の配布をもってかえさせていた

だきます。 

 それでは、この後の議事進行につきましては大下会長にお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

【大下会長】 

 それでは、これより私のほうで進行を務めさせていただきます。 
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 まず初めに、多羅尾副知事から一言、御挨拶をお願いしたいと思います。 

【多羅尾副知事】 

 東京都副知事の多羅尾でございます。 

 委員の皆様方におかれましては、年末の大変お忙しい中、御出席を賜りまし

てまことにありがとうございます。 

 また、平素より東京都の観光行政にお力添えをいただいておりますことに、

この場をお借りいたしまして厚く御礼を申し上げます。 

 観光を取り巻く環境は、皆様御承知のとおり急速に変化しております。今年

2018年に日本を訪れた外国人旅行者は、４月に過去最速で最も早い時期に累計

で1000万人を突破し、９月は台風による水害や地震の影響で伸びが減少したも

のの、今週の火曜日には3000万人を突破した模様でございまして、既に過去最

高を記録しております。東京都を訪れる外国人旅行者も引き続き増加しており

ます。 

 また、アメリカの富裕層向け旅行雑誌『コンデ・ナスト・トラベラー』が行

った読者投票では、世界で最も魅力的な都市に東京が３年連続で選ばれており

ます。東京は世界から注目を集めており、今後一層の旅行者の増加が見込まれ

ております。 

 東京都は、こうした変化に的確に対応しながら、観光施策を総合的かつ戦略

的に展開していくため、「東京都観光産業振興実行プラン ～東京2020大会に

向けた重点的な取組～（仮称）」の策定に取り組んでおります。本日の会議で

は、その中間のまとめをお示ししておりますので、地域や観光関連の団体企業

等を代表する委員の皆様方から、忌憚のない御意見をお聞かせいただければと

考えております。 

 新たなプランは、計画対象期間を2019年度から2020年度までの２年間とし、

東京2020大会に向けて宿泊施設のバリアフリー化など、さらに強力に推進が必

要な分野や、ナイトライフ観光など新たな対応が求められる分野につきまして、

東京2020大会に向けて重点的に取り組むべきテーマを選定し、めり張りのある

施策展開をしていきたいと考えております。 

 こうした取り組みの成果は、レガシーとして大会後の観光産業の発展の礎と

するとともに、東京の活力を日本各地へ波及させ、東京と日本各地の共存共栄

を目指してまいりたいと考えております。 

 本日、皆様からいただきました御意見を踏まえまして、最終的なプランの取

りまとめを行いたいと考えております。 

 結びに当たりまして、今後とも東京の観光振興とその充実強化のため、お力

添えを賜りますよう心からお願いを申し上げまして、簡単ではございますが、

私からの挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 大変恐縮でございますが、副知事は所用のため、これをもちまして退席をさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

（多羅尾副知事退室） 

【大下会長】 

 それでは、議事に入る前に、本審議会の公開について確認をさせていただき

ます。 

 これまで同様、本審議会を公開とさせていただくことでよろしゅうございま

すでしょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

【大下会長】 

 ありがとうございます。異義がないようでございますので、本審議会は公開

といたします。 

 次に、議事録署名人の指名をいたしたいと思います。 

 私のほかに上田委員にお願いしたいと思いますが、いかがでございますか。 

（「異議なし」と声あり） 

【大下会長】 

 それでは、上田委員、よろしくお願いいたします。 

 では、これより議事に入りたいと思います。本日の議事については、事務局

からの御説明をまずお願いしたいと思います。 

【小沼観光部長】 

 本日の議事は、昨日20日に公表させていただきました「PRIME 観光都市・東

京 東京都観光産業振興実行プラン ～東京2020大会に向けた重点的な取組～

（仮称）中間のまとめ」に対する意見具申でございます。 

 意見具申の方法につきましては、７月の諮問の際に御説明させていただきま

したとおり、答申書をまとめる形ではなく、それぞれの委員の皆様から本日、

御意見を頂戴するという形にさせていただきます。 

 また、本日頂戴しました御意見は、年度内に公表する最終版に反映させてい

く予定でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

【大下会長】 

 それでは、事務局より改めて「PRIME 観光都市・東京 東京都観光産業振興

実行プラン ～東京2020大会に向けた重点的な取組～（仮称）中間のまとめ」

について御説明をお願いしたいと思います。 

 資料につきましては事前にお配りしておりまして、各委員の皆様にはお目通

しいただいているので、ポイントを絞って御説明をいただければと思います。

よろしくお願いいたします。 
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【鈴木観光振興担当部長】 

 承知いたしました。事務局から概略について御説明させていただきたいと思

います。 

 資料３をごらんください。「東京都観光産業振興実行プラン ～東京2020大

会に向けた重点的な取組～（仮称）中間のまとめ」の概要でございます。 

 「第１章 基本的な考え方」でございますが、冒頭、副知事から話がありま

したように、今回策定する新たなプランは、さらに強力に推進が必要な分野や

新たな対応が求められる分野など、2020大会に向けて重点的に取り組むべき施

策を選定し、その取り組みを加速するものでございます。対象期間は2019年度

から2020年度までの２年間としております。 

 「第２章 東京2020大会に向けた重点的な取組」として、３つの重点テーマ

を掲げてございます。 

 重点テーマ１は「世界一のおもてなし都市・東京の実現」。インバウンドを

中心としました受入環境の整備でございます。災害時も含めた観光案内機能の

充実や多言語対応、宿泊施設のバリアフリー化といった３つの柱を立てており

ます。 

 重点テーマ２は「世界の旅行者を楽しませる旅行体験の創出」。観光資源や

コンテンツの開発といったものでございます。ナイトライフ観光や都内各地域

の魅力開発といった２つの柱を立ててございます。 

 重点テーマ３は「旅行地としての世界的な認知度の向上」でございます。観

光プロモーションやMICE、海外企業のビジネスイベンツの誘致、日本各地との

連携といった３つの柱を立ててございます。 

 こうした第２章の重点的な取り組みに加えまして、次の「第３章 大会前後

を通じた継続的な取組」では、基盤整備や人材育成といった観光産業を支える

基盤の整備について、大会前後を通じて継続的に着実に取り組んでいくことを

掲げてございます。 

 そして一番下、「第４章 東京2020大会のレガシーを生かし共存共栄へ」に

つきましては、本プランによるレガシーを大会後の観光産業の礎とするととも

に、こうした東京の活力を日本各地へ波及させ、また、東京が日本各地と世界

の間の結節点の役割を果たすことにより、共存共栄を目指すことを掲げており

ます。 

 こうした構成に基づきまして、別紙資料４でお配りしています本文に中間の

まとめとしてまとめさせていただいております。 

 事務局からの説明は以上でございます。 

【大下会長】 

 どうもありがとうございました。 

 それでは、これより議事に入りたいと思います。 
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 前回の第１回の中で、最後に４点ほどにまとめさせていただいた内容につい

ても盛り込んでいただいた中間のまとめという形で御報告いただいたわけでご

ざいます。 

 前回の１つ目の話は、2020年までの加速度的という表現をしておりましたけ

れども、取り組みと、その後の持続可能なという２点をしっかりと意識して議

論しましょうというお話をし、その中で特に2020年まではバリアフリー等の対

応は待ったなしの状態であるだろう。そういうことを進めていく必要がある。

さらに４点目で災害への対応、特に外国人観光客に対しての話をまとめさせて

いただきました。 

 その辺につきましては、特に重点テーマの１番目の災害時における観光案内

インフラ等の活用という形で示していただき、そして宿泊施設等のバリアフリ

ー化についても、大きく項目を出して取り上げていただいた経緯がございます。 

 さらに2020年までのということで、今回は2019という形ではなく２カ年で

2020までの計画として上の第２章、そして、それ以降も現在からも進めていく

ということで第３章ということで、めり張りのある形で取りまとめていただき

ました。 

 もう一点、議論が盛り上がりましたのは、子供を含めた多様な主体がかかわ

れるようなことによって観光振興を図っていこうという議論も、時間をとって

皆さんから意見をいただきました。それにつきましては重点テーマ２の２の中

に多様な主体の連携による地域の観光資源開発という形で、観光振興を多様な

主体が連携することにという中に含めて書いていただいているのではないかと

思います。まだ書き方が足りないよという話はこの後、より強く書いていただ

きたいという御要望があれば、今回の中で取り上げていただきますと、それを

意見具申という形で最終版に取り上げていただける、検討いただけるというこ

とでございますので、皆さん中間の取りまとめに対しまして各委員から何か御

意見があればお願いしたいと思います。 

 御発言をされる際には、卓上マイクのボタンを押して御発言をお願いしたい

と思います。 

 それでは、皆様から御意見をいただければと思います。山本委員、よろしく

お願いいたします。 

【山本委員】 

 MPIジャパンチャプターの山本でございます。よろしくお願いいたします。 

 私は重点テーマ３の２にあたりますMICEの観点から、海外企業のビジネスイ

ベントの誘致について３つほど意見を述べさせていただきたいと存じます。 

 １つ目は、誘致に向けたプロモーションの強化という部分ですが、前回の審

議会でIMEX America等の国際見本市、MICEの専門トレードショーにおいて、東

京ブースで2020大会のプロモーションをしたら良いのではないかという提案を
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申し上げました。その後、観光部で積極的に動いてくださいまして、東京都の

職員の方が現地に同行すれば2020大会のビデオを流したり、ロゴを使ったりす

ることができるということがわかりました。大変、御尽力いただきありがとう

ございました。ぜひとも来年度、海外トレードショーの出展を前向きに進めて

いただければと存じます。 

 ２つ目がユニークベニューの活用推進になります。前回、東京都の施設は開

放されたましたが、主催者もおそらく関係者もまだどのようにそれらの施設が

使われているのか、実体験がないのでわからないなということを申し上げまし

た。そこで少し計画的にお披露目をできる場を設けていただければということ

を発言いたしました。 

 その後、実際にユニークベニューを使用したモデルセミナーやレセプション

が開かれました。私自身は今、ユニークベニューの部会長をしておりますが、

第１回のミーティングは両国にある刀剣博物館で開催しました。２回目は先日

オープンしたばかりの神田明神で開催しました。また、部会はオープン前に内

覧会を兼ねて開催ましたが、昨日、東京都観光財団でMICEセミナーを、神田明

神の文化交流会館を使って実施され、MICE関係者が現場を見るという意味で大

変よかったのではないかと思っております。 

 また、日本の関係者、ステークホルダーだけではなくて、ファムトリップで

も例えば江戸東京たてもの園や、葛西臨海水族館で実際にパーティーも開催さ

れ、海外からのバイヤーと日本のMICE関係者がネットワーキング、交流をした

り、体感することができてとてもよい取り組みだと考えています。この取り組

みは東京が今、一番進んでいると思いますので、これから引き続きずっと続け

ていって欲しいなと考えます。 

 あと、このユニークベニューを活用促進するに当たって、ユニークベニュー

のワンストップ総合支援窓口ができました。こちらへは私自身も直接問い合わ

せを実際にしてみたりし、各施設にそれぞれ問い合わせしていくよりも回答が

早く、まとまった情報が入ってくるため、一歩進んできているなと思います。

ワンストップ窓口が主催者あるいは海外からの問い合わせで課題となったこと

等を全部吸い上げていって、ガイドラインをつくっていくところに来ているの

かなと思っています。少しでも海外からの主催者が使いやすいようなパッケー

ジプランの作成や料金の見直しなどにに前向きに取り組んで、施設をアピール

していっていただければと存じます。 

 ３つ目はここにはないのですけれども、ビジネスイベンツということで今、

ブレジャー（Bleisure）が結構日本への出張者の間で流行ってきていると思っ

ていま。。ブレジャーはビジネスとレジャーをかけ合わせた造語ですけれども、

このビジネスイベンツで東京に来た方々が、残りを延泊して観光等を楽しんで

いくということです。東京としては入客数も大切ですが、どちらかというと消
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費額も伸ばしたいということですので、ここはかなり注目度が高いのかなと考

えております。 

 2017年のBooking.comさんの統計だと、海外の方の49％がブレジャーをして

いるということでした。私自身も確かに海外に出張に行ったら土曜日延泊をし

て観光をしていたことがありました。国際会議に関しては事前に観光情報を発

信できていると思うのですが、ＭとＩについてはまだまだかなと思っています。

企業はなかなかコンベンション・ビューローさんを通しての予約とかもないこ

とが多いので、外資系の例えばラグジュアリーホテルとか旅行会社などと連携

して、到着してから手元に観光情報があるのではなくて、先に情報を発信して

おくと、次への消費額アップにつながるのかなと考えています。。 

 以上です。ありがとうございます。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、御意見があればいただきたいと思います。 

【新津委員】 

 ジャパンショッピングツーリズム協会の新津と申します。よろしくお願いい

たします。 

 私からは３点、意見を申し述べさせていただきます。 

 まず１点目は、第２章２の多言語対応の強化についてでございます。プラン

でいきますと13ページ、14ページの部分かと存じます。 

 ちょうど昨日、オリンピック・パラリンピックに向けた多言語対応協議会の

中で、小売業は業界を挙げて多言語対応の標準化のガイドラインを発表させて

いただきました。14ページの中でも、この後、小売業向けの支援を検討と書い

ていただいておりますが、具体的なツールだけではなくて推進体制など、総合

的にガイドラインの実施に向けた支援をいただくような形がよかろうかと思い

ます。 

 あわせて基本的な考え方の部分でございます。小売業のガイドラインに書い

てございますが、これからオリパラを見据えますと小学生からお年寄りまで都

民レベルで、訪日ゲストの方が東京にいらっしゃったときに笑顔で「こんにち

は」と一言、日本語でもいいので声をかけられる、心のバリアを解く、という

部分が多言語の第一歩になってくるかと思います。ここまではハードの整備で

来ましたけれども、そこにソフトの心のバリアをとるということが盛り込まれ

ると、より都民の方もこれを参考にできることがあるのではないかと思います。 

 ２つ目に、第３章の３の観光関連事業者への経営力向上の支援の部分でござ

います。こちら冊子のほうでいきますと41ページ、42ページの部分になろうか

と思います。 

 小売業の支援のお願いで大変恐縮でございますけれども、小売業におきまし
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ては今、訪日ゲストの消費の４割を担っているものでございますし、95％以上

の方が買い物を楽しまれていることで、観光資源として非常に重要な要素だろ

うと考えております。 

 一方で情報発信の量あるいは事業者に対する支援という意味では、飲食店に

比べて少し遅れをとっているような状況でございます。 

 飲食店様を例にとりますと、多言語対応ですとかハラル対応などの受入環境

整備とあわせて、ホームページの作成を都のほうでは推進いただき情報発信も

進んでおります。一方で小売店は、受入環境の整備はこれからでございますし、

東京観光財団さんのサイト含めてショッピングの情報がほとんど出ていない状

態になっております。 

 ですので観光関連事業者の中に小売店を含めていただき、特にこれまでは免

税店を中心に支援いただいておりましたが、中小小売店の中には免税事業者に

なれない売上高しかないところがございますので、免税店以外の小売店、商店

街、中小店も含めた形で受入環境の整備と情報発信の観点を盛り込んでいただ

くのがよろしいかと思います。 

 最後に３点目、同じ項目でございますが、42ページの観光人材育成の部分で

ございます。こちらで事業者の経営層、マネジメント層の教育等々については

触れていただいております。私どもが観光の会議などに出ますときに、行政の

御担当者様あるいは観光協会の御担当者様で初任で着任される方も今、非常に

多くなってきております。そういった方々の初任研修あるいは民間との交流の

場ということで、官民一体となって人材のスキルを上げることが必要ではない

かと考えます。 

 私からは以上です。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、先ほど挙手いただいていました武内委員、お願いいたします。 

【武内委員】 

 日本コンベンション協会の武内です。 

 私も３点ございまして、重点テーマ３の３、日本各地と連携した旅行者誘致

ということについてです。これをMICEの関連でお話ししますと、私どもの協会

も全国組織ですので、各都道府県に会員がおられますが、協会活動がどうして

も東京中心になりがちという課題を持っております。その中で各地でも独自の

活動をなさっていたり、地域ごとのイベントがあったりということがございま

すので、協会活動を通じて東京と各地を結んで何かいろいろな情報共有や集約

を進めていけないか。また、それぞれの誘致等に資することができないかと考

えています。東京都のこういった活動は勇気づけられるといいますか、いろい

ろなこれからの展開に結びつくなと感じております。それが１点。 
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 それから、国際会議等をやりますと、主催者として実行委員会を組むという

スタイルがあり、例えば医学会でも各大学、病院の先生方など、全国のその分

野に強い方が中心になって、そういったものを組むことになります。東京で開

催される会議もあるのですが、地方で開催される会議の実の中にも、東京は非

常に大学と本部が多いものですから、必ず東京の方が入るということがござい

ます。そうすると東京で開催された会議を、地方につなぐこともありますし、

地方開催の会議も、東京の先生方は、実は東京にも会議を持ってきたいといい

ますか、交通経路も東京を通ることが多いので、東京以外のMICEについても東

京につなぐことができるというケースがあります。MICEの活用をぜひより広く

東京都とも連携してやっていければと思いますし、そういったMICEの活用を御

理解いただければありがたく思います。 

 もう一点、これは多分観光案内機能の充実、テーマ１やほかのところにも関

連してくると思うのですが、オリンピックのときにロンドンに関してもリオに

関しても、いろいろな行政機関のデータのオープン化によって、行政がお金を

出すのではなくて、民間が独自にそのデータを使って様々な観光機能を充実さ

せるアプリをつくるなど、いろいろ関わったということを非常に強く言われて

いるのを何度も聞いております。既に東京都としても進めておられると思いま

すが、さらにそういったことを活用して、民間であるとか、特に趣味的になさ

っている個人の方も多いので、それらも活用して、参画意識を高めながら、そ

うした活動を推奨していくことをぜひ進めていただければと思っております。 

 以上です。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、上田委員、お願いします。 

【上田委員】 

 東京商工会議所の上田でございます。 

 今回の中間取りまとめの内容は、これまでの実行プランをベースとしながら

も、東京2020大会に向けた取り組みという重要かつ緊急性の高いもの、そして

大会後を見据えた取り組みというレガシー形成に時間を要するもの、まさにこ

の２つのめり張りのついた構成としている点を、私どもとしても大変評価申し

上げております。 

 東京商工会議所では、既に実行プラン策定に向けた意見を７月に提出してお

りますが、最終まとめに当たりまして改めて３点、申し上げたいと思います。 

 １点目が観光需要の獲得に向けた取り組みの強化ということでございます。

地域や事業者がインバウンド対応力の向上を図って、観光需要を的確に取り込

むことが重要でございます。とりわけ世界中から東京を訪れる多くの旅行者の

回遊を促して、消費拡大を図ることができるように多言語対応のさらなる強化
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はもとより、多種多様なキャッシュレス環境の整備や、公共交通機関などの共

通パスの活用、さらには消費税の免税制度拡充後の円滑な対応などについても

東京都様として政府、民間事業者などとも連携のもとで、早急な整備をお願い

したいと考えております。 

 ２点目が、国内観光の活性化に向けた戦略的取り組みの推進でございます。

観光の有力産業化ということについては、外国人と日本人、双方の観光振興を

図るという視点が不可欠であると考えております。最近では日本人の日常生活、

文化体験が外国人に人気となる一方、外国人に人気のスポットに日本人が多く

集まるなど、相乗効果という動きも見られております。体験テーマ型の観光な

どによる新たな旅行需要の喚起、若者の旅行体験の促進などについて、中長期

的な市場活性化の観点からも、東京都としても積極的な取り組みをお願いした

いと考えております。 

 ３点目が旅行者、生活者双方の安心・安全の確保ということであります。東

京2020大会はゴールデンウィーク、夏休みなど観光トップシーズン時にテロや

大規模災害などが発生した場合に、来訪者等の万全な安全・安心の確保という

ことは喫緊の課題でございます。訪日外国人観光客に対する災害情報の多言語

提供、避難誘導体制の確立や医療機関における受け入れ体制の構築、さらには

近年問題となっておりますけれども、医療費の未払い問題の解決などに向けた

保険加入の促進など、こうしたものについても東京都様としても政府、民間事

業者と連携のもとで、万全の対応をお願いしたいと考えます。 

 それとあわせまして、近年、訪日外国人観光客が集中する一部の地域におき

まして、トラブルが顕在しておりますオーバーツーリズムの問題でございます

が、この解消に向けて訪日外国人観光客に対するマナー啓発に向けた取り組み

など、東京都として地域、民間事業者との連携で早期の対策を講じていただき

ますようにお願いしたいと考えております。 

 以上、申し上げました点を踏まえまして、東京の観光振興が着実に前へ進む

ように、効果的な施策をぜひ盛り込んでいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。多岐にわたる御指摘をいただきました。特にその

中でなるほどと思ったところが１点ございまして、今のところ大きくは訪日外

国人観光客ということに目が向きがちなところを、逆に国内観光の振興という

原点に立ち戻って、そのあたりも考えるべきだろうということはまさしくその

とおりであるということと、その前の新津委員からいただきましたのが、多様

な主体がかかわってくるべきであって、その中の一つが小売店という考え方で

しょう。どうしても対応が遅くなりつつあるのは、自分たちと少し意識的に関

係ないかなと思っているところもなくはないということの御指摘が背景にある
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のかなと思います。 

 そういう意味からすると、当然ながら訪日外国人観光客に対して安心・安全、

なおかつ多様な体験をしていただくのは日本を代表する玄関口である東京の役

目であるわけですが、その一方では国内観光客あるいは地域住民、多様な主体

をないがしろにしているわけではない。それらを巻き込んだ形で2020を迎えな

いと、レガシーにはつながらないだろうということにもかかわるのかなという

ことで、それらについては観光産業とともに、観光による地域産業が支えてい

くという両視点を考えていこうということの御示唆をいただいたと思っており

ます。 

 ほかございますでしょうか。御意見をいただければと思います。お願いいた

します。 

【齊藤委員】 

 東京都旅館組合の齊藤でございます。 

 我々が一番困っておりました民泊問題は、今年の６月の新民泊法の施行によ

りまして正規の登録をされている方が増えておりますし、一方で違法民泊の取

り締まりもあったということで、今、どちらかというと民泊問題に関しては落

ち着いてきていると思っております。 

 しかしながら、各区でも前年対比1000室以上、供給がふえているというのは

10区以上に上っておりまして、オリンピックまでにはさらに２万4000室の供給

がある。この辺のところで供給があればそれに対して需要、そして、それにつ

ながる航空路の問題があるのですけれども、これも東京都さんや国土交通省さ

んの御努力によりまして、いわゆる横田空域を日本管制で使えるということで、

羽田において年間６万回から９万9000回まで増えるということで解決すること

に関しては、大変感謝しております。 

 ところで、ことしこの秋に、あるいは今、一番問題になってきておりますの

は部屋の空売り問題です。このお正月の三が日、OTA上の在庫もないのにどん

どん送客がなされ、二重予約の状態でお客さんが困るという状態が今、発生し

ておりまして、きょう私がこちらに来ている間にも我々の組合の理事会に担当

者等が謝罪に来ているようでございますけれども、この問題をオリンピックの

ときに受けますと、予約もないのに予約があるという形での空予約、二重予約

問題というのは相当出てくるように思いますので、これに関する対策というの

はかなり必要になるのではないかと思っております。 

 それから、先ほどオーバーツーリズムの問題がございましたけれども、オー

バーツーリズムも先々月から先月にかけて都庁と一緒にパリまでシティセール

スキャンペーンに行ってまいったのですが、その観光地の中では今、トリップ

アドバイザーさんを中心に予約ができるようなことがありまして、はっきり言

って予約というのは正規の料金よりかなり高い。下手すると３倍、５倍する。
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ですけれども、並ぶ時間をお金で買うという形で忙しい人はそういうものを利

用すればいいという形が欧米ではかなり進んでおりますので、これも推進して

いただければありがたいと思っております。 

 それから、我々の人口減と景気の上昇によりまして、労働力不足の問題が出

てきておりました。これは東京はある意味で専門学校、専修学校に留学される

方たちが週28時間までのアルバイトということで、かなり充足してきたのです

けれども、今月成立いたしました新しい入管法によって外国人が来年４月から

入ってくるという形になりました。私も先々月、ベトナムに行っていろいろな

協定等を結んでまいりましたが、それから、受け入れ等の機関も今つくりつつ

ありまして、４月１日には間に合うようにしようということで頑張っておりま

す。 

 これを推進するために、逆に留学生に対するビザをかなり絞りつつあるとい

うことで、今まで我々のほうに留学生から供給されてきた労働力がかなり絞ら

れて、今度の正式な入管改正法による労働者の方が入ってくる。これは比較的

留学生に関しては東京が有利だったのですけれども、これから先は結構受け入

れの学校をつくったり、いろいろな施設をつくる地方のほうが有利な形がかな

り出てきておりますので、その辺のところはオリンピックまでかなり難しい問

題があると思いますので、この辺も御配慮していただければありがたいなと思

います。 

 以上です。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、次をお願いしたいと思いますが、いかがでございましょうか。そ

れでは、お願いいたします。 

【原田委員】 

 都議会共産党の原田あきらです。 

 私としてはバリアフリーの件で、いよいよバリアフリーの条例改定なんかも

見込まれているということなのですが、都内でも幾つかの自治体で宿泊施設だ

けではなくて、幾つかと言っても１個か２個ぐらいかな。店舗へのバリアフリ

ーの助成制度なんかもやっているところもありまして、ぜひそういうことも都

としても考えてみたらどうなのかなというのは要望です。ここの中にというわ

けにはいかないかもしれませんけれども、今日は産労局長も来ているというこ

とで聞いておいていただければと。 

 あと、重要テーマ１の２の多言語対応ですけれども、中小食堂や小売店舗、

先ほど新津委員からも出ましたが、中小での多言語対策というのは本当に大事

だなと思っていまして、私は阿佐ヶ谷に住んでいるわけですけれども、ちょく

ちょく海外の方も来られるようになっていますが、基本的に苦手意識が店舗の
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ほうにあります。なので現在メニューとかを多言語化していくのに助成をして

いるということなのですけれども、ナイトライフ観光ということを考えると、

メニューなのか、本当に通訳みたいなボランティアの人が例えば商店街に１人、

町を歩いていたりとかするとすごく助かったりするわけですが、商店街と言っ

てもそんなすごく大きくないですから、阿佐ヶ谷とか高円寺とか、そこに１人、

例えばボランティアみたいな人がいて、その人に若干の助成があって、店舗か

らも、商店街からも助成があったりすると、そういう人が町を歩いていろいろ

案内役を務めてくれたりするとか、こういうものに助成してみたらどうなのか

なとか思ったりするわけです。 

 これだけではなくて、ここの商店街は訪日外国人の方を受け入れできている

よというときに、それを意欲的に発信しようとする商店街に対して支援をして

いただけたらなと思うのです。GO TOKYOのホームページを見させてもらったの

ですけれども、例えば高円寺って突然出てきたのですが、高円寺はどのような

町かというのが書いてあるだけで、店舗とか、ここに行ったらこれが食えると

いう話までは到達していない気がするので、ぜひここのお店に行ったら海外の

人も対応できるし、そもそもこういうものが食べられるよというところまでぜ

ひ２年かけて追求していっていただいて、意欲的な商店街をどんどん載せてい

っていただけたらなと思いました。 

 以上です。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 では、お願いいたします。 

【のがみ委員】 

 私のほうから２点、12ページにございます災害時における観光案内インフラ

等の活用ということで、実は私の身内が、主人なのですけれども、北海道に行

っていたときにちょうど胆振の地震に遭いました。結構いいホテルではあった

のですけれども、非常用電源があったのでエレベーターをおりたりするのは大

丈夫だったのですが、かなり多くの外国人の方が困っていらっしゃって、怖い

のでみんなホテルの外に出てしまって、今後どうしたらいいかという通訳をす

る人がいないのです。うちの主人は２年間ぐらいアメリカに住んでいましたの

で、それでこうしたらいい、ああしたらいいというお手伝いができのですけれ

ども、非常用電源の確保ということが非常にこれからは大事なのかなと思うの

です。大きな地震の後に大ホテルだけそういう設備があり、小さいホテルは全

然ないと、本当にブラックアウトしたので真っ暗な中、どうしようもなかった

ということを話していましたので、これから産業労働局もお金がかかりますけ

れども、非常用電源の確保について検討していただければと思っております。 

 ２点目なのですが、多言語対応と関連するのですけれども、飲食店のメニュ
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ーの多言語化は先ほどお話がありましたが、いよいよ飲食店の受動喫煙防止条

例が正式には2020年４月１日から施行されるので、これもどこかで触れておい

たほうがいいのではないかなと私は思いました。これから国と東京都のいろい

ろな協議によって事細かい内容については決まってくると思うのですけれども、

一応、東京都が条例案を可決したということで触れていただけるとありがたい

のかなと思います。 

 以上、２点でございます。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 今、実体験として北海道のお話をいただきましたが、前回、第1回のときに

たまたま私から災害の話題をしたところ、その後、大阪で関空が水没し、そし

て北海道の地震があって、私が災害を呼んだかように思われているのは非常に

恐縮なところがあるのですが、それに向けて特に電源の確保ということは私も

北海道に行きまして被災された方並びに外国の方からもお聞きしたところであ

ります。 

 それについては電気自動車等が、あれ１台でバッテリーをうまく使えばかな

りの数のスマホなどの情報源になるということを北海道のほうでも申しており

ましたので、公用車の電気自動車化だとか、そういうことの活用。法律で容量

の大きなバッテリーそのものを備蓄するわけにはいかないようで、ごく一部分

のところしかそれはできないという話もありましたので、そのあたりもフレキ

シブルに対応いただくということを多分お考えだと思いますので、御安心いた

だければと思います。 

 後半のほうは特に皆さん方の御意見と同じように、各委員さんからの御意見

ということで御対応を賜れればと思います。 

 それでは、次の御意見をお願いいたします。 

【白石委員】 

 日本航空の白石でございます。 

 私より３点、コメントをさせていただきます。 

 今般、御開示いただいている東京2020大会に向けた重点的な取り組み、いず

れのテーマも大変重要な取り組みとなっていること、我々としても大変感謝い

たしております。その中で１つ、全てのテーマに共通して申し上げられること、

当然のことながら皆さん御念頭にあられることだと思いますが、デジタルとテ

クノロジーの活用だと考えております。 

 これまで災害時の対応や多言語対応、バリアフリー対応、いろいろ御指摘が

あったところではございますが、こちらもデジタルを活用すればすぐにでも対

応できる課題もあると思います。時間もコストも限られて、費用も限られてい

ると思いますので、ここは改めてデジタルという切り口で御検討をされてはい
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かがかと思っております。 

 具体的には災害時の対応でございますが、これも翻訳のお話が出ていました

けれども、例えば通信回線さえつながっていれば自動翻訳等の対応も可能かと

思うのです。実は大手流通さんでも既に活用されていらっしゃる技術もござい

ますし、仮に災害拠点として特定の場所で回線が途絶しても、衛星回線等を活

用しながら人手を介さずに災害情報が得られるような取り組みというのも、ぜ

ひ御検討いただければと思っております。 

 最後に１つ、デジタルではないのですけれども、最近、海外からいらっしゃ

っている方、街なかで迷っていらっしゃる場面をよく見受けます。ちょっとし

たピクトグラムで御案内が可能で、例えば空港の表示、駅の中でモノレールさ

んなどは浜松町に出ていますが、なかなかほかの駅、JRさんとかですと空港行

きの電車の乗り場所まで飛行機のマークで誘導していただけると、大変わかり

やすいのではないかと思うことがあります。あと、空港行きのリムジンバスの

バス停も、日本人でもどこから乗っていいのかわからない状況もございますの

で、ここはぜひ東京都様とされても積極的に推進していただければと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 お願いいたします。 

【木下委員】 

 都民ファーストの会、東京都議団の木下でございます。 

 私からは３点ほど御質問もございます。あわせて御指摘をさせていただきた

いと思うのですが、まず観光人材の育成というところで42ページに全国通訳案

内士の育成のためにスキルアップ研修を実施し、活躍できる活動支援を行うと

いうことで、私は今回から入っておりまして、これまでの議論のところがまだ

把握し切れていないところがございまして、議論済みでしたら大変恐縮なので

すけれども、私も通訳案内士、英語の資格を持っておりまして、この案内士協

会の皆様とお話をしていると、１つ大きな課題としましてはボランティアでい

ろいろ英語を使って案内される方がいらっしゃるのと、かなり日本の歴史的、

経済的な正しい情報を踏まえて、きちんと外国の方たちに日本をおもてなしと

して御紹介できる方たちとのスキルの差があるときに、そういう方たちがある

程度その能力を生かしていることに対して、きちんと対価ができるような形を

とっていくことも重要ではないかと。誰もがウエルカムというのもあるのです

けれども、一定レベル以上のきちんとした情報提供ができる方というのをちゃ

んと育て、また、その方たちのなりわいがきちんとなるような支援が重要では

ないかというお話が出たりしているのですが、この42ページの活動支援を行う
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というところには、そういった取り組みを進めていくという意味が込められて

いるのかというのが、ちょっと御質問なのですけれども、１点目でございます。 

 ２点目につきましてはPR活動につきましてなのですが、東京都が中心となっ

たいろいろな各地を一緒にプロモーションしようとか、また独自の魅力を発信

していこうという取り組みがいろいろと述べられていて、これ自体は基本よろ

しいかと思うのですけれども、１点、JNTOが基本的に受託をされて観光庁とし

て日本をPRしている取り組みがあると思いますが、そういったものとの連携で

すとか、そこに東京都がコンテンツとして入っていくような、少なくとも情報

共有というか一緒に何かやれないかというような座組があるのか、そういった

あたりについてもしないのであれば、そういったことも少し観点として入れて

いくと、向こうのお金で東京都の例えば下町なり、発掘されていないような都

内の魅力というものが発信されることで、私の地域は板橋区ですけれども、板

橋区のほうにも来てほしいなと思っている人たちはたくさんいるのですが、ど

う発信していったらいいのかかなりハードルが高いよねというお話があるので、

そういったことも含めまして政府との連携ということについて考えていただく

のも１つのアイデアではないかと思っております。 

 ３つ目なのですけれども、先ほど商店街で頑張るところについて何か御支援

ができるといいのではないかというお話がございました。私も同様にそういう

ことを思っておりまして、商店街に限ることもないかなと思いまして、産労局

さんのほうでいろいろチャレンジ、企業支援のプログラムとかもあるかと思う

のですが、そういうときに外国人への対応メニューということを踏まえた人た

ちをよりたくさん、何らかの支援策を厚くしていくようなやり方をしていただ

けると、実際に本当に私の地元の商店街、特に中山道を挟むところで旧街道沿

いの素敵な街並みがまだ少し残っているのですけれども、そこが空き店舗にな

ったりしている流れの中で、ここに新たなお客さんをどういうふうに取り込め

るかということを考えている若手の人たちともディスカッションする機会がご

ざいます。このインバウンドがどこまで自分たちにとって取り込めるものなの

か、そうでないのかということについても、皆さん議論をしている中で、そう

いった取り組みについて都の支援が厚くなるよみたいなことがあれば、東京各

地でより今、皆さんに顕在化しているデスティネーション以外にも、東京都に

はもしかしたらこれから手をかけていくこと、それから、地元の人が頑張るこ

とで見えてくるものがあると思うので、そういったものへの御支援というもの

をコンテンツの磨き上げという意味で、考えていただけるといいかなと思いま

した。 

 以上です。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 
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 今、３点御指摘、御質問を含めていただきました。特に１と２について事務

局からございましたら御回答いただければと思います。 

 １点目の話は観光人材育成、42ページのところで特に全国通訳案内士育成の

ためということで、最後に活動支援を行うということで、どの程度の活動支援

を考えているかという点でございます。 

 ２番目はPRプロモーションについて政府、観光庁並びにJNTOなどとの連携は

どのように考えているかという２点でございますので、御回答をお願いいたし

ます。 

【小沼観光部長】 

 １点目の全国通訳案内士の活用の場ということで、私からお答えさせていた

だきます。 

 国家資格の全国通訳案内士、難しい試験を通られて皆さんたくさんいらっし

ゃって、特に東京には全国通訳案内士の割合が高くいらっしゃるということで

す。今、インバウンドがどんどん増えている中で、全国通訳案内士の方々がさ

らに活躍する場を我々もつくりたいということで、これは今年からなのですが、

今年度から全国通訳案内士さんのレベルアップの研修をまた専門的な知識です

とか、ガイドのおもてなしのノウハウのレベルアップ、そういうことを考えま

して、今年から研修制度を設けております。ただ研修でレベルアップをしてい

ただくだけではなくて、さらに活躍の場を広げるということで、レベルアップ

研修の後半のほうには実際に通訳案内士の方が活動できる場ということで、御

活用いただくような企業の方とのマッチングみたいなものもあわせて今年やっ

てございます。まだ今、たしか継続中です。全体で十何日間かカリキュラムが

あるのですけれども、継続中でまさに研修をしているところでございまして、

これは引き続き展開していこうと思ってございます。 

【鈴木観光振興担当部長】 

 ２点目のJNTOとの連携でございます。私ども観光施策も多岐にわたっており

まして、いろいろな政策立案に当たったり、いろいろな施策構築に当たっては、

そういう意味では日常的に観光庁さんであるとか、JNTOさんと意見交換なりし

ているところはございますけれども、今、委員から御質問があったように、例

えば観光プロモーションを一緒になってみたいな部分で、たくさんあるわけで

はないのですが、一例で言いますと昨年10月にカナダのトロントでPRしたとき

に、ちょうど現地の私ども観光部で置いています観光レップさんと、JNTOさん

の現地のそれぞれ現場同士のつながりもございまして、そういう中で片や日本

のPR、片や東京のPRというものを、あちらの街中の大きなビルボード広告とい

う形でやったような例なども出てきております。本庁といいますか本部同士の

つながりであるとか、現場同士のつながりとか、いろいろなレベルでいろいろ

な連携を図りながら、また、そういういろいろな機会とか条件が合えば一緒に
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なってプロモーションをやり、相乗効果を上げていくことも今後とも機会を捉

えてやっていきたいなと思っております。 

【大下会長】 

 今の御回答でよろしゅうございますか。ありがとうございました。 

 それでは、お願いします。 

【秋保委員】 

 全日空の秋保と申します。 

 私から２点、お話ししたいと思います。 

 一点目は、２章の１、観光案内機能の充実というところです。ここに書かれ

ていることを読むと、かなり心強い観光インフラ、観光案内所をつくるという

のが非常によくわかります。海外から日本に来る人達ですが、昔はパッケージ

ツアーで必ず添乗員の人が旗を振って連れてきたのですけれども、今は随分個

人旅行化が進んでいる。さらにはオンラインエージェントというのがますます

増えてきて、自分でパソコンやスマホをたたいていろいろな素材を集めて旅行

をつくっていく、そういう形が非常に多くなっています。この間の北海道の地

震でも、オンラインエージェントで予約を入れた外国人の人達が、災害後のフ

ォローアップがなくて右往左往したという話を聞いています。そういう話とい

うのは、今後平時でも出てくるようになるでしょう。 

今年度は訪日外国人旅行者が3000万強になるでしょうが、これから4000万、

5000万、6000万となる中で、ますます個人の旅行者が増えてくる。そうすると

どうなるかというと、何もない時でも右往左往する人が出てくるのではないか

と思われます。災害時ということにとどまらず、スマホの充電ができるとか、

コインロッカーを少しつけてみるとか、路頭に迷いそうな個人旅客をサポート

するような様々な機能を観光案内所に持たせ、ワンストップ化を図っていけば

よいのではないかと思っています。そのようなことから、この部分に個人旅客

への対応という文言を入れ、平時からそういう機能を強化することにしたらい

いかなと考えます。 

 もう一点は、オリパラ・レガシーの活用です。それを成功させたのがロンド

ンだというのは非常によく言われているところです。そこで何をやったかとい

うのをあるところで聞いたのですけれども、オリパラはロンドンが中心になる

のでしょうが、イギリス全土で文化関係を中心にいろいろなイベントを開いた

というのです。それらは昔からあるようなものもあれば、新しくつくったもの

もある。さらにそれらには地元住民が参加しており、いわゆる住民参加型のイ

ベントを物すごい数、イギリス全土でやった。そして外国からイギリスに来た

観光客は、今でもそういうイベントにどこかで参加する機会があり、結果的に

オリパラ・レガシーの底上げにつながった部分があると聞いております。これ

は多分、重点テーマ２の都内各地域の多彩な魅力の開発と発信というところに
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つながるのだと思います。また開発・発信にとどまらず、特に多摩とか島しょ

部で仕掛けていくようなイベントを企画するという文言を入れたら、さらにレ

ガシーを増すことになるのではないかと思います。 

 以上です。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 今の話も、その前からいろいろ議論が出ております多様な主体というものの

盛り上げという話にかかわることなのかなと思ってお聞きしておりました。 

 それでは、副会長からお願いいたします。 

【五十嵐副会長】 

 JTBコミュニケーションデザインの五十嵐でございます。 

 お話が皆様とかぶってしまうかもしれませんが、私の会社が広告代理業をや

らせていただいていることもあり、柔らか目の点について２つほど。 

 今回の取りまとめの内容自体は、まず19、20という２年間、中長期的に取り

組むことはこれまでにない画期的な計画で、民間企業に近い発想で、あるべき

ゴールを目指している、という点において評価させていただきたい。一方で、

これだけ流れが速い社会なので、必要なアイデアとかがありましたらぜひ途中

途中でも修正を入れていただく勇気をお願いしたい。 

 その中で、重点テーマ２の「都内各地域の多彩な魅力の開発と発信」という

部分ですが、ウェブを使った発信を通して認知度拡大を目指すとおっしゃって

いただいています。秋保委員からもございましたが、オリパラというのは非常

に重要な、耳目を集める機会となります。そのときにインターネットで検索し

に来る方が世界中にあふれると思うのです。そのタイミングをうまく捉えてそ

こにとどまりたくなるような映像的なものを用意したらいいのでは、と思いま

す。例えばドローンを使ったすごくスケールの大きい大自然の魅力や、できれ

ばそこで何ができるのか、どうやって行けばいいのか、どのぐらいの費用が必

要なのか、どのぐらいの時間が必要なのかといった情報がセットになっている

ようなページが、きちんと用意されているのが効果的かと思います。 

また、その時期はインセンティブ等の企業イベントもたくさん行われることに

なるはずです。結果としてユニークベニューを使ったさまざまな事例が2020年

の前後にはたくさん出てくると思うのですが、そのときの事例を非常に精度の

高い画像や動画でとっておいて、それをセンスアップされたウェブサイトを作

って公開していく。どのタイミングで何を、いつ、誰に対して発信していくか、

といったことについてロードマップを描いていただければなと考えています。 

 そういう意味では、重点テーマ２の魅力の発信と３の認知度の向上というの

は、非常に連携性が高い取り組みになるはずですので、ぜひ連携させながらや

っていただければなと思っています。 
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 ２つ目としては、先ほど来、何度も出ている、大下先生がおっしゃっていた

多様な主体についてです。2019、2020にとどまらず、その次のビヨンド2020と

いったときに、都民レベルでの巻き込みが非常に大事になりますが、一過性の

こととして終わらないことが重要だと思います。その次の世代が自分たち自身

がおもてなしをしていくのだ、という意識を高めるすごいチャンスがこの２年

間に訪れるのだと思います。観光事業者だけではなくて一人一人、特に若手、

小中高が今、私は個人的には全員が義務教育としてボランティアに参加させよ

うという動きになっても構わないのではないかと思っているぐらい良い機会だ

と思っています。ここに参加しないのはもったいないなと思う機運を高めてい

ただくというのは、ぜひともお願いしたいなと思っております。 

 私からは以上です。ありがとうございます。 

【大下会長】 

 中間でまとめていただいて、最後まとめるのが非常に楽になったという状況

でございます。今お話がありましたけれども、特に2020に向けては学生の動員

というのはおかしいですが、学生がその役割をかなり担うということで、大学

のほうにもそれを盛り立てるようなカリキュラムを組んでいただきたいという

ことで来ているのです。それで大学、特に若い人たちがそれを支えるというこ

とはすごい良い経験であると思うのですが、いかんせん学事日程のほうもしっ

かりやらないといけないものですから、それをやると４月１日に授業を始めた

のでは間に合わないのではないかということで、場合によれば３月から始めな

いといけないという議論まで出始めているぐらいです。何にもかえがたいもの

すごく大きなチャンスであり、それをうまく生かすか義務的に終わってしまう

か、あるいは創造的な捉え方を学生個人がしてくれるか。そして全国から東京

に集まっていますので、学生たちがそれぞれ郷里に戻ったときに、場合によれ

ば国際大会だとかも施設の問題はあるにせよ、運営のノウハウの一部分を体感

した学生たちが地域で活躍してくれること。これもここで言う日本各地と連携

したということの一つのレガシーを生み出すことにもつながるので、今の御発

言の部分はより前向きに考えていただければと。観光ばかりではなくオリンピ

ックの開催に向けてより広い話になろうかと思いますので、そのあたりも御検

討を賜れればと思うところでございます。 

 それでは、まだ御意見いただいていない委員さんいらっしゃいますので。黒

田委員、お願いいたします。 

【黒田委員】 

 JR東日本の黒田と申します。 

 ３点ほどお話をさせていただきます。 

 2020に向けて、東京都も各企業も計画的に準備を進めてきているが、時代の

進化が本当に早い。計画的に進めた準備が直前になるとまだ足りないことがあ
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ります。 

 １点目は災害について、６月から９月の災害で、特に交通事業者は、インバ

ウンド客への対応レベルがばらばらでした。 

 各社ごとの情報を日本人だったら沿線で知りたいのですけれども、インバウ

ンドの方はいろいろなところをまたいで動くので、エリア全体の情報が欲しい

というときに、あるところは英語対応、あるところは多言語対応、でもここは

全然情報がないという状況でありました。今どきリンクを張れば簡単に情報は

提供できるが、言語対応レベルがバラバラのため、いざというときの対応がで

きない。東京都では多言語対応協議会などを通じ、なるべく多くのところは同

じレベルで情報提供できるように進めていただいている。実際、訪日外客数が

右肩上がりの数字が続いていたが、月別ではマイナスになった。それくらい外

国の方は災害を心配されており、きちんとリスク管理ができて「日本は大丈夫

です」と言えるレベルまで突き詰めていく必要があるのかなと思っております。 

 ２点目はオーバーツーリズムです。上田委員からも話が出ていましたが、特

にオリンピックのような行事は海外から多くの人が来ますし、日本人も集まっ

てくるので、受け止め方によっては混雑して非常に迷惑ということもあり得る

わけです。だけれども、本当にそうなのですかと。日本は海を隔ててほかの国

と接しているので、海外を経験しようと思うと海を越えていかなければいけな

い。それが海外から、しかも世界中のあらゆる国から多くの方が来るというの

はオリンピックならではのチャンスです。このチャンスを、もし今の世界の流

れのようにオーバーツーリズムといいますか、観光公害みたいなとり方になっ

たとしたら非常に残念です。海外の方と都民が触れ合うチャンスを逃すなとい

うところです。これを防ぐには啓蒙活動が大切です。ここは時代の流れが変わ

ってきているので大切な点です。 

 イメージしやすいように言うとすれば、この計画の中にも祭りを支援してい

くという文言が入っていますが、海外の方と接触するのに、日本に来た方にも

祭りに参加してもらえるような機会の提供が必要だと思います。そういう場で

踊り方とか、着付けを手伝うとか、触れあう場が提供できると、都民の皆さん

に、「海外の人と考え方が違うんだな」とか、いろいろな接触と刺激を受けら

れるのかなと思います。大きなお祭りがいいのか、もしくは、例えば若い人に

企画を募集して、2020年に始まるような祭りでもいいのかなと思います。世界

の流れとして、オーバーツーリズムが出てくる中、海外の方と日本の人がうま

く触れ合える、話すきっかけがあると、より、東京のオリンピックが成功する

と思っております。 

 ３点目は、地方との連携です。東京は豊かですし、苦境に立っている産業も

少ない一方で、地方は人口が減少し非常に苦しんでいる。東京の宿泊キャパシ

ティーではあふれてしまう観客に、地方に泊まって東京まで観戦に来ていただ
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く。そうすると、日本全体が潤い、盛り上がることにつながる。2030年6000万

人という目標に向けて、オリンピックの後、海外の方にリピーターになってい

ただく必要があり、地方の多様な魅力を楽しんでもらうことが大切になってく

るかと思います。日本はトンネル１つ、山脈１つ越えたら全然違う気候、食べ

物、文化があるというところが見せ場です。そこから力を結集したのが東京の

魅力と力だと思いますので、地方との連携は既に計画に入っていますが、老婆

心ながらぜひそれらを盛り込んでいただければと思っております。 

 以上になります。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。特に２つ目の話は、先ほど御指摘は秋保委員から

もいただきました。そして、多様な主体がかかわるという話ともかかわってく

るし、オーバーツーリズムとの関係もお話をいただいてありがとうございます。 

 ３点目の話は、今までもずっと書いてこられていただいています。特に黒田

委員から見るとライバルになってしまうのですが、新宿にあります高速バスタ

ーミナルを見ますと、日中の利用者はほとんどと言っていいぐらい外国の方々

がたくさん見られる。それと若者です。若者と外国人旅行者の方が高速バスに

乗って日帰りの観光に行かれるというケースがかなり目立つような状況で、東

京にステイしながらという話が今の段階では一つのスタイルになっている。そ

の逆を捉えれば東京の2020のときには、地方にいてさまざまな交通機関で東京

を訪れるという、いわゆる逆の視点で御指摘をいただいたのかなということで、

その辺についても今後、検討を進めていただければと思うところでございます。 

 菅原委員、お願いいたします。 

【菅原委員】 

 菅原と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私から１点なのですけれども、まず冒頭で確認したいのは、この資料の中に

あります、例えば40ページにある地域の観光関連団体の経営力強化というとこ

ろの、東京観光財団の中に地域支援窓口をつくるんだということがありますけ

れども、これはもうできて動いているのですか。 

【鈴木観光振興担当部長】 

 はい。 

【菅原委員】 

 わかりました。その前提で意見を申し上げさせていただきたいと思います。 

 軸になるのは地域、特に多摩の観光を切り口にお話させていただきたいと思

います。 

 まずは19ページの一番下のところに棒グラフがございまして、外国人旅行者

は東京に来てどこに行くんだという棒グラフがございまして、23区ばかりなわ

けです。これはそうなのでしょうけれども、この中の記載で多摩、島しょ地域
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の訪問率は低くなっている。その次の話で24ページになって多摩地域の話が書

かれております。●の多様な主体の連携による地域の観光資源開発という欄の

中で書かれているのは、多摩地域での観光振興を効果的に進めるために、観光

関連や商工関連の団体などが協議会を設けていくんだということ。そして最後

40ページには、そのための東京観光財団には地域支援窓口をつくるんだという

ストーリーになっているのかなと思いました。そのように読ませていただきま

した。 

 私は多摩地域選出の議員でして、日野市なのですけれども、日野市も私は観

光協会に入っておりまして、いろいろ話を聞いて、とても紹介したい良いもの

があるのですが、どうしても日野市の市民だけで共有していて、そこから外に

出ていないのではないかということがあるのです。自分たちの町の良いものを

なかなかプロモーションできずに、埋もれているけれども、どうしたらいいか

わからないというのが多分、日野市だけの問題ではなくて、どこの市でも大体

そのようなものかなと思っております。 

 例えば１点だけ紹介いたしますと、日野市はTOYODA BEERというのが５年ぐ

らい前に出ました。TOYODA BEERというのは明治のときに日野市、豊田という

ところでつくったビールなのですが、７年しかつくっていないのです。ところ

が、区画整理で蔵を壊したら瓶のかけらとラベルが出てきて、そこからTOYODA 

BEERというのが復活するわけです。 

 日野市の場合は御存じのように新撰組があって、土方歳三が負けてその後、

５年後に今度は西洋のビールができるというストーリーもありまして、日本人

の変わり身の早さというか柔軟さというか、それもそこから垣間見られるわけ

です。とても深掘りしていくとおもしろいのですが、これを楽しんでいるのは

日野市の人だけなのです。ですので私からのお願いとしては、そういう例えば

多摩のことを切り口にしたときに、それぞれの自治体が自分たちだけで楽しん

でいる部分は多分あって、そこから広げたいものがあるのだけれども、どうし

たらいいかわからない。ここをぜひ東京観光財団、地域支援窓口などを使って

いただいて、うまく引っ張り上げていただきたいというか、広報していただき

たいというのがお願いでございます。 

 ちなみに、せっかくなので今、ホームページのほうを観光財団で地域支援窓

口というものを開いてみたのですが、ベストプラクティスとアドバイザーの紹

介の欄があったのです。そこを押したら、そこから先に行かないのです。まだ

ページがないのかなと思って、それから私の操作ミスかなと思っていたのです

けれども、そんなことも今の時間だけの話なので、後で確認をもう一度したい

と思いますが、お話をさせていただきたいと思います。ぜひお願いいたします。 

 以上です。 
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【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 その窓口が始まったのは今年度からですよね。始まったばかりだとは思いま

す。 

【小沼観光部長】 

 ことし観光財団に全ての各地域の観光関連の団体の方と向き合うということ

で、専任のチームをつくって今、個別に事業の掘り起こしですとか、どうやっ

てPRしていくかということを進めさせていただいております。また、アドバイ

ザーなんかも計画づくりですとかプロモーションとか、いろいろな専門分野が

それぞれございますので、そういった方々を派遣できるように人選なんかも進

めているところでございます。それが観光財団の仕事です。 

 一方で東京都も直営で各区市さん、町村さんと連携をして、例えば街歩きツ

アーとか、それぞれの地域に埋もれた、その地域では皆さん知っているけれど

も、これおもしろいなみたいなものの掘り起こしは長年やらせていただいてい

まして、それが観光関連団体と民間企業を交えて、観光関連団体だと力がなか

ったりする場合もございますので、民間企業なんかも入れながら１つの観光ル

ートとか観光ツアーにしていく。そんな取り組みもずっとしてきておりますの

で、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

【大下会長】 

 それは私も随分かかわっていましたので、地域資源発掘型実証プログラムの

ことだろうなと思うのですが、特に多摩地域はかなりそういうところで進んで

きつつありますので、そういうものをうまく活用いただければブレークする話

はあると思うのです。 

 特に最初、地元の方々が愛着を持たれているということはものすごく大きな

推進薬になると思いますので、今後そのような事業を、また広域連携の話も可

能でありますし、多摩の市長会さんでもそのような取り組みがされていると聞

いております。区部だけではなくさまざまなことで、多摩地域、さらには島し

ょ部も含めて広げていこうというスタンスは、PRIME観光都市・東京が一番最

初に始まった2017からずっと継続して進められてきておりますので、今、種を

まいて育つのを待ち、そして収穫の時期がもうすぐ、2020までに収穫できるよ

うにしたいという願いだと思います。 

【木下委員】 

 発言は２度してもよろしいでしょうか。 

【大下会長】 

 最初にお聞きしてからでよろしゅうございますか。その後で。 

【木下委員】 

 今の議題に関連したものだったので手を挙げてみましたが、もちろん後で結



25 

構です。 

【大下会長】 

 それでは、あと３人から意見をいただければと思うので、舟坂委員。 

【舟坂委員】 

 自民党の舟坂でございます。 

 先ほど齊藤委員から、民泊がざっと2,400予定されるだろうというお話をい

ただきました。2,400の民泊というと、オリンピックが始まる前からオリンピ

ック、また、その後を含めると何十万人の方が民泊を利用するのかなと思いま

す。でも民泊を利用した方には、このオリンピックを最初に誘致するときにお

もてなしという言葉が至るところで出てきたのですが、はたして民泊におもて

なしがあるのかという気がします。 

 私たちがどこかへ行ってホテルや旅館に泊まると、こちらの例えば家族構成

だったら家族構成を見て、何々屋さんがおいしいですよとか、また、こちらの

メンバー見て、飲みに行くならどこどこがいいですよとか、そしてこちらのほ

うでも、どこどこの地域に行けば、この町はどんな町なのなんてことも聞いた

りする。それが日本の紹介、そして日本の親しみにつながっていくのだろうな

と。そのように考えると、部屋が足りないということで苦肉の策の民泊なので

しょうが、その民泊をどうやって24時間のうち８時間はそこに泊まっているわ

けですから、その中で東京を、日本を感じさせてもらえるにはどうするのかと

いうのが、実を言うと私はちょっと疑問を持っております。 

 もう一つは、先ほど観光ガイドのお話が出ました。観光ガイドは何人ぐらい

を予定されているのですか。 

【小沼観光部長】 

 全国通訳案内士さんを観光ガイドとしてレベルアップ研修をしているのは、

年間40人規模で毎年やっていくというのが今の計画でございます。それは全国

通訳案内士さんの場合で、ほかにもタクシーの運転手さんにガイド研修をした

り、あるいはボランティアの方々、今、観光ボランティアに約3,000名登録さ

せていただいていますけれども、その方々の研修なんかもあわせて行ってござ

います。 

【舟坂委員】 

 先ほど板橋の都議会議員さんから、できれば板橋にも皆さんにお見えいただ

きたい。お見えになれるのでしょうか。私は葛飾なのです。隣ののがみ先生も

葛飾なのです。葛飾で一番外国人が来るのはキャプテン翼なのです。年がら年

中来ています。何たって作家の高橋さんが南葛高校という学校を出まして、そ

の南葛を勝手に南葛市なんて、多分あんなに有名になるとは思わずつけてしま

ったのでしょうけれども、そこにモニュメントをつくったり、公園にモニュメ

ントをつくったりやっています。そういう方は今、出た観光ガイドの方が案内
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していただけるのでしょうか。 

【小沼観光部長】 

 ちょっと説明が不足してございました。 

 先ほどの全国通訳案内士の方々は、有料で御案内をするというのが前提なの

で、そういう方々の場合がございますし、あとは先ほど申し上げた観光ボラン

ティア、私ども観光ボランティアの中でも街なか観光案内というものをやって

いるほかに、ガイドツアーというものをやってございまして、都内各地域のル

ートを決めまして案内しているものもございます。 

【舟坂委員】 

 当然新宿とか、わかりませんけれども、入るでしょう。板橋は入るのかな。

葛飾は入るのかな。それで地域を挙げて頑張ろうよというときに、その観光ボ

ランティア、ガイドでなくてもどういう人数で、どのような活躍をもらえるの

かなという疑問があります。 

 もう一つ、この間、自民党の控室で都議会議員同士で話をしておりました。

そうしましたら、新宿の都議会議員が「嫌になっちゃうよ。来年の成人式は

43％が外国人なんだよ」「成人式の43％は日本人じゃないの？」なんて話で、

何となく盛り上がったと言ったら変ですけれども、そのように考えていくと、

どうやってそれぞれの地域で活躍をしていただける観光ボランティアを見つけ

ていくのか。もしそれがだめならば、それぞれの区市町村にお願いをするので

すか。区市町村に費用を出して観光ボランティアを育成してください。その人

は板橋なら板橋の中で、葛飾なら葛飾の中で、そういう縛りか何かを見つける

のでしょうか。 

 何か具体的な総論としての話は大変よくわかるのですが、私たち議員という

のは町場で動いているわけですから、そうすると先ほどの民泊にしても、オリ

ンピックの後どうなるのかなとか、それだったらもっと旅館やホテルを経営さ

れている方に理解を求めて何か方法はないのかなとか、観光ボランティアはオ

リンピックが終わったら終わってしまうのかなとか、継続していくそれぞれの

まちづくり、観光地づくりをどうやっていくのか。そんな考えを持っておりま

す。 

 以上でございます。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 １つ参考になるかどうかわかりませんけれども、私からそれにちょっとお答

えさせていただければと思うところがありまして、多分今回のプランというも

のは全体をあらわす、いわゆる東京都全体としての話ということは多分にある

と思うのです。そういう意味で個別の話までは至っていないところは否めない

ということは、まず御理解いただければと思います。 
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 さらに今の話の中でありますと、それぞれの地域事情が異なるわけです。地

域によって当然個性があるわけですし、住民の方々の観光に対する意識だとか

いう形の多分に違いもあるはずだと思うのです。そういう中で皆さんきょう御

意見いただいたのが、多様な主体がどうかかわっていくかという中でいきます

と、大田区とか品川区、地域の中でまだ知られていないものがたくさんあるわ

けで、そういうものに徐々に例えば蒲田(大田区)では、シン・ゴジラにやられ

たとか、それがきっかけになってから今まで誰も見向きもしなかったような、

子供たちにはウケていましたけれども、タイヤでつくったゴジラの公園に外国

の方々がたくさん来るようになりました。そうなると、地元の方々の中でこれ

までガイドをやられていた人たちの英語教育もかなり進められてきましたので、

そういう方々の出番だぞということで、新しいプランを盛り込んでいったりと

いう形もございました。 

 また、品川区では品川を案内するということで、それこそ東京都の観光ボラ

ンティアをされていた方が英語の勉強をされ、それを案内する。仲間を広げて

いくという取り組みも実はされてまいりました。 

 そういう協議会なり観光協会なりが音頭をとってやるということになれば、

それに対する東京観光財団あるいは東京都としての人材育成の支援はあろうか

と思いますので、既存のものをうまく御活躍いただき、その中で特に2020に向

けて皆さんの意識を高めていくときにどうやっていけばいいのか。多分オール

東京でやるのと、それぞれの地区によって協力をいただくやり方が多分に違う

と思いますので、そのあたりを地域事情に精通した組織、団体の方々がうまく

盛り立てをしながら一緒になって歩いていくという形をとられるのが一番、結

果的には近道になるのかなという感じでお聞きしておりましたので、もし参考

になれば大田の取り組み、品川の取り組み等を参考にしていただければと思う

ところでございます。 

 あとお二人、お話を伺いたいと思います。三辻委員、お願いいたします。 

【三辻委員】 

 大島町長の三辻です。いつもお世話になります。 

 私からは重要テーマ２、25ページ、島しょ地域における観光資源の開発・発

信、下の●の誘客促進に向けた取り組み、これの関連として、参考意見として

申し上げます。 

 まず大島、伊豆諸島全てですけれども、富士箱根伊豆国立公園の中に入って

います。今、私たちがやっているのが、それでは東京の島としてわかりにくい。

それで東京諸島国立公園に名称変更できないか準備を進めているところです。 

 国立公園の関係で言いますと、大島、国土地理院で唯一の砂漠という地名が

入っている裏砂漠というのがあります。三原山の裏側なのですけれども、これ

はいろいろなロケなんかやっているのですが、ここも国立公園の規制でなかな
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か、例えば車も自由に入れない。そういう規制がありまして、ただ、この資源

は本当にもったいないので、今はだんだん環境省も緩和してきて、国立公園の

見直しを図ろうということで各島で部会を立ち上げていろいろな課題を挙げて

検討しているところです。ただ、見直しはまだ２年間ぐらいかかると思ったの

ですが、この大島部会というものがありまして、その中で大島も裏砂漠の活用

についてという課題を掲げているところです。 

 もう一点、今、東京都が組織しました東京宝島推進委員会というものがあり

ます。これもいわゆる各島の観光資源の発掘とか、それを磨き上げて観光振興

を図ろうというものなのですけれども、ただ、これまで島は意外とまとまって

いるようでまとまっていないところもありまして、各島独自で観光振興施策を

展開してきましたが、宝島推進委員会をきっかけに各島連携してやっていこう

という機運が高まってきていますので、今それに期待しているところではあり

ます。 

 私からは以上です。よろしくお願いします。 

 先ほどドローンのプロモーションビデオで、大島はドローンの実証実験をや

ったりして、ドローンを活用したプロモーションビデオも今、準備をしている

ところです。欧米系は自然、火山が大好きなのです。大島はキャンプにも来た

りしますので、キャンプの活用とか、その辺に力を入れていこうかとしている

ところです。 

 以上です。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 特にドローンは都内では奥多摩の山と島でしか飛ばせられないのですよね。

島も火口を映す真上はだめだという話で、もし落ちたときに回収できるところ

はいいけれども、火口に落ちてしまうと回収できないので、そこの上はだめで

すよと。それと飛行場ですね。それ以外で飛ばせられるのは島だけですので、

それを一つ売りにという、これも先ほどお話がありました。 

【三辻委員】 

 ドローンの関係者に聞きましたら、島はいわゆるドローン大会をすごくやり

やすいと言っていました。要は携帯電話が通じないところがありますので、そ

ういうところがいいみたいです。だからうちも１回ドローンの実証実験だけや

ったのですが、今後またドローンに力を入れていこうかと思っているのです。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、河村委員、お願いいたします。 

【河村委員】 

 観光、インバウンドのお客さんがどんどんふえておりまして、私どもの町も
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宿泊施設を改築したり、あるいは今、私どもでは直営の公衆トイレが42ござい

ます。これを2020年までには洋式トイレにして、日本一きれいなトイレにしよ

うというのを今やっているところでございます。Wi-FiもJRが５駅ありますか

ら、そういう部分をやる。あるいは案内に英語の対応ができる、あるいはパン

フレット等も含めて地道にやっているのですが、なかなか広い意味ではソフト、

ハードの事業が、実際には町あるいは東京都の支援等をもらいながらやってい

ますけれども、歩みが速いものですからなかなか追いつかないというのが実態

でございます。 

 そういう点では観光事業というのは、地域の人たちがその気になって自分た

ちのところをどうしようかというのが基本になるのかなという気がいたしてお

ります。そういう点で地道にいろいろな、例えば私どもでは森林セラピー事業

というのももう７年ぐらいやってございます。町全体を森林セラピー基地にし

て、５本のロードをつくって一度に20人のお客様を森林セラピーアシスターと

いう専門的な知識を持った人に御案内していただこう。これも割と日本人、そ

れから、外国の皆さんもそういうところまでやっと来ております。 

 先ほどドローンの話がありましたけれども、ドローンの実証実験も３回ほど

やりました。私どもで使いたいドローンは、皆さんも御承知のように大雪で１

週間、孤立をしてしまったという地域がありますから、こういうところに食料

あるいは燃料、薬、そういうものを運べないか。あるいは災害が起こった現場

をきちんと把握できないか。また、観光で使うとしたら上空からきれいな自然

を皆さんに見ていただこうというのを今、着実に進めているところでございま

すけれども、東京都とこれは共同でやっておりますが、ドローンそのものがま

だまだこれから未知の世界なのです。実際には華々しくパフォーマンスをやっ

ていますが、今やっと私どもでやっているのが何機かが同時に飛んだとしても、

それをコントロールできるというところまで来ております。それから、ある一

定の周波数帯を使って、ある一定の荷物を運ぶためにはそれなりのドローンが

ないとできないということもありますので、そういうことを着実にやることに

よって全体的に日本に来るお客さん、あるいは東京に来るお客さんが奥多摩み

たいなところ、あるいは檜原、日の出、あきる野、そういうところに良いとこ

ろがあるなというのを、いつかは必ず気がついてもらえるのではないかという

戦略でございます。 

 実際にここ３年ぐらいの間にインバウンドのお客さんが増えています。その

増え方も中国とかだけではなくてヨーロッパのお客さんも来ていただいていま

す。特にヨーロッパのお客さんは自然を非常に愛して、歩くということがあり

ますので、そんなことがこれを発信することによってさらに加速していただけ

ればいいなと思っていますし、19年、20年に向かって中間の発表をして、さら

に大勢の人たちに知ってもらうことによって効果が出てくるのではないかと期
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待しているところでございます。 

 以上です。 

【大下会長】 

 ありがとうございました。 

 これでひと通り御意見をいただきまして、あと５分ぐらいありますので、予

約が入っておりました木下委員からお願いいたします。 

【木下委員】 

 予約をさせていただきました木下でございます。 

 先ほど地域の資源を自分たちだけで知っているものを発信していくことが重

要ではないかというお話がございました。私も当然それは同感で、実は前職で

全国で地域ブランドづくりというものをやっておりまして、そういった地域資

源の発掘を街歩きからということも携わっていた一人でございまして、そうい

った経験があるからこそ思うのが、東京であっても特に板橋区ぐらいになりま

すと港区とは全然様子が違いまして、地域の企業さんたちが元気になっていか

なければ地域は存続できにくいなというところもたくさんございまして、商店

街を中心に空き家があったり、そういった空き家を守るためにどうしたらいい

かというようなものが１つの課題であると認識しております。 

 先ほど来、すごく重要な視点ではないかと思っているのが、観光協会とか区

役所というところが音頭をとってやるというのは、ある意味、きっかけづくり

でしかなくて、持続可能性がないということになっていくのが私、３年ぐらい

の事業をいろいろな地域でやっているのを見てきていて思っているところでご

ざいます。なのでそういうルートを発掘したら、それを集客して例えばそれを

何らかの小さなビジネスでもいいので、地域でお金を稼いで地域に納税してい

くという小さな事業体をたくさんつくっていけるような企業支援とか、そうい

ったことに東京都としても目を向けていかないと、大企業が大きく集客をする

というのは当然のことなのですが、これがチャンスだということで目ざとい人

たちが動くのは当然なのですが、地域地域で外国人の方とも触れ合いたいとか、

おもてなしをしたいとか、地域の良いものを知っているんだけれどもなという

人たちが小さな起業をしていくことで、そういったインバウンドの方たちの大

きな需要の少しを取り込めていけるような、東京都の中でもいろいろな格差が

あると思いますけれども、まだまだ顕在化していないデスティネーションはた

くさんあると思います。板橋だけの話ではないと思うので、そういったところ

に対して持続可能な民間事業者というところに視点を置いていただく取り組み

が重要なのではないかと思いましたので、済みません、予約をして述べさせて

いただきました。ありがとうございました。 

【大下会長】 

 まさしくそのとおりだと思います。行政、協会はきっかけをどうやってつく
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るかということ、まさしくそのとおりで、地域の中でそれをどうつなげていく

か。そして続けていくかということは大事だということです。 

 向こうでも予約が入っておりますので、簡潔にお願いいたします。 

【原田委員】 

 １個だけ忘れていまして、地域の人から通訳ボランティアのマークみたいな

ものをつくったらどうなのかという話を聞いてきてもらいたいというのを忘れ

ていまして、ヘルプマークみたいなものを、助けてくださいとか、配慮してく

ださいというマークがいろいろできてきているのですけれども、私はこれがで

きますよという能動的なマークはどうなのだろうかという話がありまして、も

しよかったら会長から一言いただければと。 

【大下会長】 

 そういうものを地域でつくっているところがありまして、大田区もそういっ

たステッカーを張って、街の中の事業者の方々が中心になって、そこで広めよ

うということで進められたりしているものもありますので、東京都もそういう

ものはありますか。何か参考例があれば教えていただければと思います。 

【三角受入環境担当課長】 

 観光ボランティアを担当しております三角と申します。 

 実際にバッジとかではないのですけれども、活動するに当たってはネームプ

レートをつけまして、自分の対応言語は英語ですとか、フランス語ができます

とか、そういったようなものはしっかり掲示して、自分はこれができますとい

う形で対応しているところがございます。あと、他局になってしまいますが、

生活文化局さんがやっているボランティアとかでは、研修が終わった後にMay 

I help you?みたいな形の缶バッジを皆さんに渡しているようなことも伺って

いますので、そういう形で何らかの形で表示していると聞いております。 

【大下会長】 

 ありがとうございます。それについてもまたこの後、検討を進める上での視

点をいただいたと理解しております。 

 ほかにいかがでございますか。もう時間がそろそろまいりますが、よろしい

ですか。 

 どうもありがとうございました。皆様より御意見をいただきました。審議に

ついてはこのあたりで終わりにさせていただければと思います。 

 最後にまとめとして、私からも意見を述べさせていただければと思います。 

 大きく４点ございます。 

 １つ目は全体の話ということで、まず大きな構成のところでございますが、

途中まで重点テーマ１、２、３という並びが、実は重点テー３が最初にあって、

重点テーマ２があって、重点テーマ１の順番に並んでいたのです。これは有識

者会議の中で特にアトキンソンさんという委員さんがいらっしゃるのですが、
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彼のほうからご意見が出て、一番大事なのは実は重点テーマ３で、最初に１番

に挙げていたプロモーション云々という話ではなく、これは今の状態から言う

と、ほっといても勝手にプロモーションされてしまう時代である。そう考える

と行ってつまらなかったねというマイナスのことをいろいろ広報されるのが一

番負のレガシーになってしまう可能性がある。 

 そう考えると最初にやるべきことは、観光案内の充実であったり、多言語の

話であったり、宿泊施設のバリアフリー、こういったことを充実することこそ

が大事なのではないだろうか。２番目に、行ったらナイトライフあるいはいろ

いろな魅力が発信されていたね。最後にはそれに向けてのプロモーションある

いはその後の展開に行くべきだろう。まさしくそのとおりであり、今回の中間

報告の中では重点テーマ１、２、３のような並びで出されたということでござ

います。 

 これについて２つございまして、１つはこの審議会の各委員の中にどうも外

国的視点といいますか、外国の方がいらっしゃらない。アトキンソンさんは外

国の方で出していただいたので非常にそのあたりはシビアに、なおかつそうい

う視点で入れていただきました。 

 ということで、専門委員会の意見がこの中に含まれて、特にグローバルな目

でチェックいただいた方の意見もこの中に含まれていたということを補足させ

ていただければと思います。 

 その上で今回、中間報告をお諮りしたところ、上田委員からございましたが、

全体としては評価できるという御意見をいただいております。また、この２年

間のプランを今回の中では毎年ではなく2020までに重点的にやるべきこと、そ

して、その後も引き続き継続的に進めていくべきものを今から始めないといけ

ないもの、３章、そして上がりとしてレガシーを生み出し、東京都の観光のみ

ならず、日本のモデルに展開できるように持っていくという大きなくくりにつ

いて、非常に評価できるのではないかということを五十嵐副会長からもいただ

いたところでございます。 

 そういう意味で全体としては、この大きな構成の中で進めていくということ

は御了承いただいたのではないかと思っているところでございます。ただ、そ

の中でも全体的に少し足りないと言われているものとしては、幾つかあります

ので、そのあたりは後ほど取りまとめたいと思います。それが１点目、全体の

話でございます。 

 ２点目は各委員からいただいたものの中で、当然冒頭のところでお話をいた

だきました。今回は答申という形でまとめるのでなはく、各委員からいただい

た御意見を最終版に反映させていくんだということのお話がございましたので、

個別の御意見をいただいたものにつきましては、ぜひ最大限反映をしていただ

けるようにお願いを申し上げたいと思います。 



33 

 また、各委員の所属あるいは代表で来ていただている協会あるいは団体、企

業さんにとってみると、都と連携して自身の協会、団体あるいは企業でも盛り

立てていただけるような取り組みがかなりあろうかと思いますので、そのあた

りは都と連携を密にとっていただいて、積極的なおかつ継続的に今後とも御支

援をいただくことを、この場をかりてお願いを申し上げたいなと思うところで

ございます。当然、都としてもこの振興計画、プランに基づいて展開していく

わけでございますが、いかんせんそれには限界もあろうかと思いますので、協

力して御支援を賜りたいということでございます。 

 ３つ目は、その中で幾つかいただいたものの中に共通したものとして、オー

バーツーリズムといったものがございました。これについては先ほど観光公害

という言葉もいただきましたけれども、入り込みがどんどん増えていくという

目標を持って取り組むに当たっては、それに応じた器を当然用意しないといけ

ないというものであろうと思います。 

 器という言葉を使うことが適切かどうか分かりませんけれども、東京都内に

はかなりきれいな器、まだ使われていない器がたくさんございます。それが先

ほど出ておりました島しょ部であったり多摩というところです。また、下町を

中心とするような観光事業というものは、うちは観光事業ではないよとおっし

ゃるような、住民の方々なのかもわかりません。そういう方々にとってみても

東京の観光ということを盛り立てていきながら、地域産業が活性化することを

求められていると思います。 

 前回の中でもお話をしましたし、この前の有識者会議の中でもお話をしてお

りまして、この観光産業の取り方を「東京都観光 産業振興」というふうにと

るのか、「東京都観光産業 振興」というふうにとるのかによって捉え方が随

分変わるだろう。英語で書くとわかると思うのですが、日本語だとどこで息継

ぎをするかによって意味が大きく変わってくるところでもございます。そうい

うときには当然ながら「東京都観光」を「産業振興」と捉えていただくと、東

京観光をもとに地域のものづくり、あるいは商店街といった皆様方が産業振興

を図っていくために東京観光を使おうではないかというふうな展開を、意識を

変えていただけるのではないかということで、ここの中では多様な主体がとい

うところは表現としては弱いところがございます。 

 特に2020以降の部分については、観光人材育成というキーワードの中には、

そのような専門的な方だけは書かれておりますが、大学生あるいは学生であっ

たり、子供であったり、あるいは観光に直接的にはかかわっていないけれども、

地域産業にはかかわっていらっしゃる方々、そういう方々、さまざまな主体の

方々が副会長のほうでも御意見をいただきました、オリンピックに向けての都

民レベルでの展開も意識しながら、そして、その後につながるような形で多様

な主体がかかわれるようなものを展開していけばいいのではないかという御意
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見も多々いただきました。 

 特に地域の方々がその気になるような関連イベント等も通じて、そういうも

のを展開していくという御意見も複数いただきましたので、そういった考え方

の中で多様な主体の展開ということの記述がもし可能であれば、各委員からい

ただいたもので付加をいただければと思うところでございます。 

 委員から、地元の方々がまずその気にならないといけないというお話をいた

だきました。有識者会議の中でも非常に大事なことでございますので、「気」

の展開の４つお話をさせていただきました。その気があって、そして、やる気

が生まれてまいります。やる気がある程度定着してくるとやっと本気になって

くれる。最初から本気にはなれません。本気の前にやる気。そして、その気が

必要でしょう。気が３つ今ありましたけれども、それを根気強く進めていくと

いうことで、その気、やる気、本気、根気という４つの「気」がございます。

その「気」を大きく育てていくことが、今回の2020という一つのきっかけにな

る。そして、それがレガシーにつながっていくのだろうなと思うところがござ

います。 

 都民レベルの展開、次世代へのバトンタッチのいい時期であろうということ

で、五十嵐副会長からもご意見をいただきました。その中では今の子供も含め

た展開あるいは学生、留学生も含めた展開をこの中で進めていくことをうまく

実現でき得れば、オーバーツーリズムというある意味、マイナスに一見捉えが

ちなものもうまくプラスに理解いただけるようなことにつながっていくのでは

ないかと思うところでございます。それが３点目でございます。 

 そして４点目でございますが、時代は非常に進化が速いということで、デジ

タルのテクノロジーをうまく使いながらという御意見もいただきましたが、や

はりこの御時世、どんどん時代は先に行っているようなところもございまして、

今ここで議論していることがもはや１年後には陳腐化しているようなことかも

わかりません。そういうものもありまして、今回２年間のプランをつくったと

いうことで、来年、新たな諮問ということがあるのかどうなのかよくわかりま

せん。そういう中にあって、できれば来年以降も途中でチェックできるような

ということで、五十嵐副会長からもお話がございました。 

 ２年間のプランをつくりましたけれども、時代に応じて当然ながらチェック

とは言いませんが、修正あるいは方向転換等が必要だとなった場合には、審議

会全体として開くということではないかもわかりませんが、各委員さんにぜひ

とも御相談いただいて、各委員さんから的確な御助言をいただけるように、こ

の場をかりて各委員さんにもお願いいたしたいと思いますし、事務局のほうに

もお願いしておきたいと思うところでございます。 

 以上、４点でございます。最初は全体、大きなフレームとしては御承認いた

だいたということ。そして２つ目には各委員さんの協力もこれからいただきな
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がら、各委員さんからいただいたものは極力修正等、反映させていただきたい

ということ。そして３つ目は共通した話として多様な主体の展開、子供の観光

事業への取り組み等について、これは五十嵐委員も含めてお願いしたいという

ところでございます。そして４点目は先ほど申しましたが、時代によって陳腐

化することもございますので、そのあたりもうまく各委員さんの個別の御協力

も賜りながら、来年度、計画が順調に進められることをぜひお願いしたいとい

うことで、私の４点、意見をまとめさせていただきました。 

 本日は皆様からのさまざまな御意見をいただき、既に中間の取りまとめに掲

載されている部分も多々あったかと思いますが、これで本日の意見を年度内に

公表する最終版に反映するということにいたしたいと思います。ただ、本審議

会としては意見の集約につきましては時間の関係もございますので、会長であ

る私にまとめについては御一任をいただければと思いますが、いかがでござい

ますか。 

（「異議なし」と声あり） 

【大下会長】 

 それでは、責任を持って皆様からの御意見を踏まえた上での最終版に反映さ

せ、それを公表する方向に持ってまいりたいと思います。 

 それでは、事務局の方にお返しをしたいと思います。事務連絡等がございま

したらお願いを申し上げます。 

【小沼観光部長】 

 皆様どうもありがとうございました。 

 本日いただきました御意見を踏まえまして、これから最終版の策定に取り組

んでまいりたいと思います。どうもありがとうございました。 

【大下会長】 

 最後に、藤田局長から一言、お願いを申し上げます。 

【藤田産業労働局長】 

 産業労働局長の藤田でございます。 

 各委員の皆様方には、本当に年末のお忙しい中、しかも長時間にわたりまし

て事前の予習といいましょうか、事前にお配りさせていただいて、貴重な御意

見で、先ほど来、大下会長におまとめいただきましたけれども、観光産業って

何々ツーリズムってつけば全部観光になる時代、あるいは非常に観光産業に対

する期待がどの分野からも高いということもございまして、今、我々も観光関

連事業者と言うと昔は大体決まってはいたのですが、今はいろいろな事業者さ

んが観光に参入してきている時代でございます。 

 そういった意味で、国際的な視点あるいは国の制度改正から地域に根づいて

いる細かい視点から、全部具体的な御提案をたくさんいただいたと思っており

ます。こうした御意見に関しましては、本プランに反映をさせていただきたい



36 

と思います。 

 特にオリパラに向かいましては、これから機運醸成ということでいろいろや

っていかなければいけませんので、もちろん先ほど来、商店街、小売店舗とい

うことで出ておりますので、もちろん商店街等々も視野に入れて、おもてなし

ということは結局、住民も含めておもてなしの機運ができていませんとうまく

いきませんので、そういった体験型であったり、リピーターをふやすという意

味ではどんどん奥に入り込んでいっておりますので、そういう本当にきめ細か

いところの情報提供を含めて、地域の団体とも連携していきたいというので、

今回、特に多様な主体との連携というところでは、多摩、島しょ地域では観光

協会だけでなくて商工会だったり、漁協だったり、農協だったり、多摩のほう

では林業関係者ということで非常に広がりが出てきておりますので、そういっ

たところも大事にしていきながら、なおかつ一過性に終わらず、ちゃんと業と

してその後、観光産業がきちんと続いていく。それがオリパラのレガシーにも

なっていくような、もちろん心のバリアフリーも含めてやっていきたいと思い

ます。 

 ボランティアに関しては、今、組織委員会と東京都の事務局でそれぞれ大会

ボランティア、都市ボランティアを募集しておりますけれども、私どものほう

も観光ボランティアを持っておりますし、先ほど語学ボランティアという話も

出ましたので、これはまたオリンピック後に向けては、我々としてはまた別の

場面で今後のレガシーとしてボランティアをどうしていくかという活躍の場も

含めて、また別途並行して検討をしてまいりますので、ただいまいただいた御

意見も参考にさせていただきながら進めてまいりたいと思います。 

 また、今度は２カ年ということなので、この変化が速い時代に２カ年かとい

うこともあるのですが、これまた一つ大きな柱を立ててみんなで向かっていこ

うということでやります面と、個別具体は毎年の予算要求、事業展開というこ

とでやっていきたいと思いますので、またそのPDCAも当然やっていかなければ

いけませんので、ぜひまたそのときは御協力を賜りたいと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 ちょっと長くなりましたけれども、お礼の挨拶ということで、ありがとうご

ざいました。 

【大下会長】 

 当初御予定しておりました５分ほどオーバーをいたしましたが、皆さん、御

協力をいただきまして無事終了いたしました。 

 以上をもちまして本日の審議会を終了させていただきます。本日はまことに

ありがとうございました。 

 

午後５時06分閉会 


